
る。

　循環型社会を推進するため、家庭から出る生ごみと花苗を交

換し、生ごみから作成した堆肥により作物を栽培する取組みを

継続する。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 5年 6月30日 作成部局名 環境経済部 担当部局名 水安全部

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

環境課

06
都市環境と自然環境が調和したまち

総務課

27
生活環境の保全

河川課

環境に配慮した取り組みを推進することで、快適な生活環境の保全を図ります。

リサイクル推進事業

環境企画調整事業

常時監視測定事業

環境質調査事業

温暖化対策推進事業

温室効果ガス排出量の削減 温室効果ガス排出量の削減率
％ 17 8 11 13.9

率 (平成25年度（2013年度）比 )

一般廃棄物のリサイクル率 排出された一般廃棄物のリサイクル率
％ 23.5 18.1 19.7 18.7

(ごみ処理基本計画 )

河川の水質の環境基準達成 水質状態を示すBODの環境基準達成率
％ 50以上 50 55.5 63.8

率 (BOD（生物化学的酸素要求量） )

　現在の戸田市環境基本計画の2030年目標値が国・県計画と乖 　2050年CO2実質排出ゼロに向け、速やかに国・県計画との整

離しており、市計画を改定し、目標値を見直す必要がある。ま 合を図りつつ、ロードマップを示し市・市民・事業者一体感を

た、脱炭素社会の実現に向けては、市が率先してその姿勢を示 もって事業進捗を推進する。

し、市民・事業者の意識啓発を求める必要がある。 　市の事務事業においても省エネが確実に推進されるよう、施

　循環型社会の推進に向けては、より一層の3Rへの取組みを進 設の再編等による再エネ・省エネ設備の導入、再生可能エネル

める必要がある。 ギー由来の電力調達や公用車の電気自動車化など関係部署と連

携し検討す



環境企画調整事業

任
意

1,589 計画的な環境事業の進行管理や社会

11,996 情勢に応じた事業の見直しを図るこ

－ － ２ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ01 01 04 03 01 02 01 9,069 とが、生活環境保全につながること

本市の環境の保全・創出のた 9,069 から、重点的に事業を実施する。

め、事務全般、情報整理、啓 13,315

03 環境質調査事業　（環境課）

環境質調査事業

法
定

11,463 事業内の任意である調査について検

8,431 討を行う。

－ － １ ○ Ａ Ｂ Ｃ Ａ 法01 01 04 03 01 03 01 9,768

市内の騒音等の現状把握とと 9,572

もに、データを市民等に公表 6,723

04 温暖化対策推進事業　（環境課）

温暖化対策推進事業

任
意

18,905 補助制度の実施や拡充により、施策

28,794 指標の温室効果ガス排出量の削減に

○ ○ ２ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ01 01 04 03 01 04 01 43,021 寄与するものであるため、重点的に

戸田市地球温暖化対策実行計 41,436 事業を実施する。

画に基づき、市民や事業者と 9,660

98 常時監視測定事業　（環境課）

常時監視測定事業

任
意

11,705 適正な調査、監視体制の構築に向け

3,330 て検討を行う。

－ － ８ ○ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ 終97 01

戸

04 03 01 98 97

田

0

市内各所における大

市

気等の現 0

状を把握す

施

るとともに、現状 0

策評価シート

作成日 令和 5年 6月30日 作成部局名 環境経済部 担当部局名 水安全部

○結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０５年度（事業費総額） 令和０６年度 令和０７年度 令和０８年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０５年度（人件費総額） 令和０６年度 令和０７年度 令和０８年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R4決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R5予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
6

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

　取組み指標の一部で改善が見られなかった項目もあるが、全体としては目標に向け予定通
り進捗している。
　温室効果ガス排出量の削減については、今年度の目標見直しにより、一層高い目標値を設
定することになる。

Ｂ

351,571 ↑ 363,942 ↓ 343,241 → 343,241
　脱炭素社会の実現に向け、市民・事業者が取組むべき取組みをサポートするため、財政面でも支援する必要がある。

33,353 ↓ 32,570 → 32,570 → 32,570
　脱炭素社会の実現に向け、市民・事業者への意識啓発や支援の対応に加え、公共施設への環境配慮設備の設置などを進捗管理する職員を
配置する必要がある。

01 リサイクル推進事業　（環境課）

リサイクル推進事業

義
務

293,634 ごみの減量とリサイクルの推進のた

299,020 め、継続して実施する。

－ － １ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ 義01 01 04 02 02 01 01 302,084

家庭ごみの中で、リサイクル 270,035

可能なものを分別収集し、焼 2,872

02 環境企画調整事業　（環境課）



済部 担当部局名 水安全部

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R4決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R5予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
6

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

03 河川維持管理費　（河川課）

（再掲）河川維持管理費

任
意

＜（再掲）について＞

本事業は、他の施策を主たる施策として構成する事

01 01 08 03 01 03 01 務事業ですが、一部が本施策にも寄与するため「再

市が管理する河川・水路・排 掲の事務事業」として、参考に掲載しています。

水施設等については、各施設 ※事業内容は、当該事務事業評価シートを参照

R4決算額 R5計画額 R6予算額
計（千円） 事業費 337,296 351,571 363,942

うち一般財源 334,941 317,741 330,112

事業の方向性： １現状で継続　 ２拡大して継続 ３縮小して継続　　　４他事業と統合　　　５休止　　　６その他見直

戸

し

７令和6年度で終了

田

８令和5年度で終了 ９

市

令和4年度で終了

施策評価シート

作成日 令和 5年 6月30日 作成部局名 環境経



済部 担当部局名 水安全部

５．事務事業の検討 【特別会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R4決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R5予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
6

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

01 水洗化普及促進事業　（総務課）

（再掲）補助斡旋事業

任
意

＜（再掲）について＞

本事業は、他の施策を主たる施策として構成する事

01 03 03 01 02 01 01 務事業ですが、一部が本施策にも寄与するため「再

既存のくみ取り便所等を水洗 掲の事務事業」として、参考に掲載しています。

便所に改造する者に対し、５ ※事業内容は、当該事務事業評価シートを参照

R4決算額 R5計画額 R6予算額
計（千円） 事業費

うち一般財源

事業の方向性： １現状で継続　 ２拡大して継続 ３縮小して継続　　　４他事業と統合　　　５休止　　　６その他見直し

７令和6年度で終了 ８令和5年度で終了 ９令和4年度で終了

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 5年 6月30日 作成部局名 環境経


